


















Nb(NR)Cl2(OR’)(dme) [R = 1-adamantyl, 2,6-Me2C6H3 (Ar), 2,6-iPr2C6H3 (Ar’); R’ 





以上の結果を基に、同出発化合物と 3 当量の LiN=CtBu2 との反応で、単座アニオン性のケ
チミド配位子を有する、4 配位型の Nb(NAr)(N=CtBu2)3 を合成・同定した。この溶媒配位
のない 4 配位錯体を鍵中間体として、各種フェノールやアルコールとの反応により、目的
の 4 及び 5 配位型の Nb 錯体の合成を検討した。この錯体は 1-3 当量の Ar’OH と反応し、
各種モノ、ビス、及びトリスフェノキシ配位錯体を与えるが、2,6-tBu2C6H3OH との反応
では、モノフェノキシ配位錯体のみを与えた。また、1 当量の 2,4,6-Me3C6H2OH との反




盾 無 く 説 明 可 能 で き る 点 、 さ ら に Nb(NAr)(N=CtBu2)2(OAr ’ ) と 1 当 量 の
2,4,6-Me3C6H2OH との反応で Nb(NAr)(N=CtBu2)(OAr’)2 と Nb(NAr)(N=CtBu2)(O- 
2,4,6-Me3C6H2)2(HN=CtBu2)を 1:1 の比率で与えることからも強く示唆された。この機構
を支持する同様の結果が(CF3)3COH や(CF3)2CHOH との反応でも得られた。なお、この
種の錯体に配位している HN=CtBu2 は、NiBr2 等との混合により簡便に解離可能で、従っ





















た。この知見を基に、報告例の希少な 4 配位の 5 価ニオブ錯体の系統的な合成手法を提案
している。この成果は学術的に興味深く、特に関連のニオブの配位化学・有機金属化学、
さらにはこの成果を基盤に合成した触媒による効率合成化学の分野など、今後の展開が大
いに期待される。主要な研究成果は学術論文として既に受理・掲載され、国内で開催の討
論会での口頭発表や国際会議でのポスター発表によりその成果を紹介している。以上の理
由により、本研究は博士（理学）の学位に十分値するものと判定した。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規則に従って最終試験を行った。公開の席上で論文内容の発表を行い、分子物
質化学専攻教員による質疑応答をもって論文および関連分野についての試験とし、合格と
判定した。 
 
